
 教 育 委 員 会 会 議 次 第 

令和７年１１月１８日（火）１５:０５ 

小倉北区役所６階 教育委員会会議室 

 

１ 開  会 
 

２ 案  件 

（１） 議案 

議案第２９号 

「令和７年１２月北九州市議会定例会への提出議案について」 

（総務課長） 

議案第３０号 

「人事について」 

（労務争訟担当課長） 

 

（２） その他報告 

その他報告① 

「北九州市立『学びの多様化学校』基本計画案及び第２回北九州市立『学びの多様

化学校』設置に係る検討会議の報告について」 

（学びの多様化学校担当課長） 

その他報告② 

「新たな時代の教育デザインの構築について」 

（企画調整課長） 

 

３ 閉  会 

㊙ 

㊙ 

㊙ 



教 育 委 員 会 （ 定 例 会 ） 

 

１ 開催年月日  令和７年１１月１８日（火） 

２ 開催時間   １５：０５～１７：２７ 

３ 開催場所   小倉北区役所６階 教育委員会会議室 

４ 出席者    （教育長）  太田 清治 

（教育委員） 大坪 靖直、郷田 郁子、香月 きよう子、中島 良、清成 真 

５ 事務局職員  教育次長              大庭 千枝 

総務部長              冨原 明博 

教職員部長             久保 慶司   

学校支援部長            藤井 創一 

学校教育部長            竹永 政則 

教育相談・特別支援教育担当部長   田尾 弘 

教育研修監理官           澤村 宏志 

総務課長              越智 豊 

企画調整課長            栗原 健太郎 

学校計画担当課長          増田 真二 

教職員課長             岡本 裕史 

労務争訟担当課長          左方 佳明 

制度服務担当課長          石本 弘一 

学事課長              高野 栄二 

学校保健課長            藤田 真治   

施設課長              有田 隼人 

指導企画課長（学びの多様化学校担当課長）  海老 洋太   

学校教育課長            武藤 佐予 

教育振興担当課長          大石 仁美 
学校支援担当課長          辻  健一郎 

部活動地域移行担当課長       竹中 雅則 

特別支援教育課長          森永 勇芽 

特別支援教育相談センター所長    千々和 知子 

次世代教育推進課長         森田 健伸 

教育情報化推進課長         石川 秀一 

６ 書   記  総務課庶務係長           香月 亨太 

総  務  課           橋  幸佑 

７ 会議の次第  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育委員会(定例会)会議録（令和７年１１月１８日） 

 

１ 開 会 

  １５：０５ 太田教育長が開会を宣言 

 

２ 会議録署名委員の指名 

  太田教育長が会議録署名委員に、香月委員と清成委員を指名。 

 

以下の案件を非公開にすることを議決 

・議案第２９号「令和７年１２月北九州市議会定例会への提出議案について」 

・議案第３０号「人事について」 

・その他報告②「新たな時代の教育デザインの構築について」 

 

３ 案 件 

（１）公開案件 

 

その他報告①「北九州市立『学びの多様化学校』基本計画案及び第２回北九州市立『学びの多様化学

校』設置に係る検討会議の報告について」 

 

学びの多様化学校担当課長が報告。 

[報告要旨]以下の項目について報告。 

 

中 島 委 員／学びの多様化学校の整備に当たり、安心して過ごせる居場所としてのハード面の工夫、

流動的に使える空間の確保、１日４コマの時間割の中で教科指導とソーシャルスキルトレ

ーニング等を両立できるかを確認したい。 

学びの多様化学校担当課長／内装等は今後検討するが、図書室・リラックスルームにはソファやパーテーション等を

配置し、安心して過ごせる空間を想定している。多目的室は授業以外の時間も含め多様に

活用する。授業時数については、他都市の７７０時間程度の事例も研究し、具体的なシミ

ュレーションを行いながら体制を整える。 

中 島 委 員／今後具体的に検討されるとのことだが、開校後に予期せぬ課題が生じないよう、子ども

たちが安心して過ごせる学校となるよう十分検討してほしい。 

香 月 委 員／年間授業時数を１,０１５時間から７７０時間に削減する根拠及びオンラインでの出席の

扱いについて確認したい。また、７７０時間で卒業に支障がないか確認したい。 

学びの多様化学校担当課長／授業時数について一定の基準があるわけではないが、他都市の事例やカリキュラムの内

容を踏まえ７７０時間としている。オンラインについては、運用上出席扱いとする方法はあ

るが、制度上、全面的なオンラインでの中学校運営は認められていないため、生徒に不利益

が生じないよう慎重に検討する。学習指導要領の内容を履修することが前提であり、授業時

数により卒業に差が生じるものではない。 

清 成 委 員／不登校対策としての学校である以上、不登校の原因や要因の分析を踏まえ、どのような

支援を提供するのか検討する必要がある。また、入学後に在籍校へ戻りたい場合などの出口

の考え方を確認したい。 

学びの多様化学校担当課長／不登校の要因は一概に分類しにくく、無気力・不安、家庭・友人関係等が挙げられる。

現在は、実際に生じた事実関係や兆候に着目して把握している。学びの多様化学校は、在籍

校への登校が難しい生徒が、配慮された環境で学ぶ場として想定している。基本的には転入

学後、その学校で学び卒業することを前提とするが、ミスマッチが生じた場合は柔軟な対応

も検討する。入学に当たっては、体験期間等を設け、慎重に判断する。 

郷 田 委 員／保護者や子どもが自ら情報を得るだけでなく、学校の教員が適切に紹介できることが重

要である。小・中学校の教員に対する説明や見学の機会について確認したい。 



学びの多様化学校担当課長／学校の教員への周知は重要であるため、校長会を含め現場とコミュニケーションを取り

ながら、基本計画案や今後の動きについて理解を得られるよう検討する。 

大 坪 委 員／あいおい中学校のような学びの多様化学校を提供できることは大いに期待している。時

間割上、教員の校内研修やＯＪＴを充実させやすく、多様な生徒への支援に関する知見を

市全体へ広げる契機となる。今後、第２、第３の学校を検討する際の根拠となるよう取組

を進めてほしい。 

中 島 委 員／学びの多様化学校の対象となる生徒像を学校に周知することは、不登校の態様を整理

し、状態像に応じた対応を行う啓発にもつながる。開校準備と併せ、市全体の不登校対策

の充実につなげてほしい。 

 

報 告 終 了 

 

（２）非公開案件 

 

その他報告②「新たな時代の教育デザインの構築について」 

 

企画調整課長が報告。 

 

報 告 終 了 

 

議案第２９号「令和７年１２月北九州市議会定例会への提出議案について」 

 

本議案の提案理由を総務課長が説明。 

 

原 案 可 決 

 

議案第３０号「人事について」 

 

本議案の提案理由を労務争訟担当課長が説明。 

 

原 案 可 決 

 

 

４ 閉 会 

  １７：２７ 太田教育長が閉会を宣言 

 


